
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

❖第４回 谷内・谷外小学校区学校地域協議会を開催しました 
 （日時：令和８年２月 17 日 19 時～  場所：谷外小学校 ３階 多目的室） 

 姫路市では、令和９年４月を目途に谷内小学校と谷外小学校の統合を進めることとしており、両校区の保護者、
地域住民、学校の代表者で組織する学校地域協議会を設置しています。第４回学校地域協議会では、主に両校の
交流行事や来年度のスケジュール、また、放課後児童クラブについても説明しました。 

◆ 協議内容について 

協議会で検討した事項 
(1) 交流行事について 
（2）統合に関する意見について（令和８年１月31日現在） 
（3）来年度のスケジュールについて 
(4) その他（放課後児童クラブ等について） 
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◆ 協議会での協議内容及び主な意見と教育委員会の考え方について 

【両校の児童の交流について(案)】  

子ども同士が顔を合わせ、共に活動することを通して、統合に向けた心理的な垣根を低くすると共に、仲間
意識の素地を育むことを目的として実施する。 
 
方法及び実施予定 
①直接対面型交流・・・２学期に全体交流会及び学年等を単位とする交流会を実施予定。合同での校内音楽会も

計画。 
②間接対面型交流・・・随時実施。休み時間に画面越しで会話（教室の様子を見る）。学習成果の交流。 
（ＷＥＢ交流）      学校紹介、クイズ大会など。 
 
その他（６年修学旅行、５年自然学校、４年姫路体験学習（林間学校）など） 
各行事本来の目標達成に支障がないことを前提に、事前事後の調整や適切な事務手続きが可能であると判断

した行事については、交流を取り入れる。 
 
谷内小学校児童および保護者向け谷外小学校公開 
谷内小学校の保護者にも谷外小学校の学校行事を案内し、谷外小学校内を見学する機会を設ける。 
10 月・２月に谷外小学校オープンスクールを予定。 

  

低くすると共に、仲間意識の素地を育む。 

(6) 方法及び実施予定 

①直接対面型交流・・・２学期に全体交流及び学年等を単位とする交流会や合同での校内音楽会を実施予定。 

②間接対面型交流（ＷＥＢ交流）・・・休み時間に画面越しに話す。（教室の様子を見る）、学習成果を交流する。 

その他（学校紹介、クイズ大会等）委員会の考え方（➢）は下記のとおりです。 

 

（➢）２学期に直接対面型交流を企画しているが、間接対面型交流より直接対面型交流を先に実施した方が交

流しやすいだろう。それならば、２学期スタートでよいのか。１学期頃から交流して、後から間接対面型交流を

何回か実施した方が、子どもたちにとっては交流しやすいのではないか。 

（➢）学校間で話した際、1学期が望ましいだろうという意見も出た。しかし、5月の下旬に運動会があること、

6月に入って梅雨の時分になり、7月に暑くなってから全校で交流となると、運動場と体育館を使いたいので、

少し予定が読みにくいところがある。そのため、今のところ 9月実施ということで考えている。 

(1) 目的：子ども同士が顔を合わせ、共に活動することを通して、統合に向けた心理的な垣根を低くすると共
に、仲間意識の素地を育む。 

(2) 方法及び実施予定 
①直接対面型交流・・・２学期に全体交流及び学年等を単位とする交流会や合同での校内音楽会を実施予定。 
②間接対面型交流（ＷＥＢ交流）・・・休み時間に画面越しに話す。（教室の様子を見る）、学習成果を交流する。 
その他（学校紹介、クイズ大会等） 

谷内小学校の保護者にも谷外小学校の学校行事を案内し、谷外小学校内を見学する機会とする。谷外小学校   
オープンスクール等。 
～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・ 
協議会での主な意見(・)と教育委員会の考え方（➢）は下記のとおりです。 
 
（➢）２学期に直接対面型交流を企画しているが、間接対面型交流より直接対面型交流を先に実施した方が交

【統合に関する意見について】 
「谷内校区の生徒にスクールバスが適応されるようになるなら、近年の猛暑などから佐良和や夕陽ヶ丘など

の通学に距離のある生徒にも利用させて欲しい。」（谷外/保護者） 
 
事務局の考え～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・ 
いただいたご意見のとおり、近年の猛暑による熱中症のリスクを考慮すると、スクールバスの導入について

は、学校の統合に関わらず、今後、全市的に検討する必要性も出てくると考えております。しかしながら、現状
では、車両の購入や運行にかかる費用、運転手などの担い手不足のほか、運行ルートや乗降場所の調整、導入す
る地域の選定などの課題を整理していく必要があるため、早急な対応は難しいと考えており、まずは、通学方法
が大きく変わることとなる谷内小学校の児童について、スクールバスを運行する予定です。 
なお、各学校には、ネッククーラー、ハンディファン、日傘や軽量な鞄の活用等、各自でできる対策をとるこ

とに加え、こまめな水分補給等を積極的に呼びかけながら見守っていくよう伝えております。 
また、登下校の安全確保については、「姫路市通学路交通安全プログラム」に基づいて、自治会、学校、警察、

姫路市等が合同で点検し、交通安全対策を講じていきます。 
 

【来年度のスケジュールについて】※詳細は裏面の表をご覧ください。 

◆ スクールバス乗車体験 
スクールバスの業者が決定しましたら、実際の登校時間に合わせて、通学体験を実施します。（令和８年度後半） 

◆ 統合前住民説明会 
保護者の方や地域の方向けに統合後の学校についての説明会を予定しています。（令和９年１～３月頃） 

◆ 閉校式、閉校に向けた記念事業（任意） 
自治会・保護者を中心に実行委員会形式で閉校に向けた記念事業を実施される場合は、市から補助金を支

出できるよう基準や手続きを検討中であり、次回の協議会で報告する予定です。 
      
  ～・～・～・～・～・ 

(・)スクールバルの業者が決定したら、実際の登校時間に合わせて、通学体験を実施したい。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
        
 

 
 
❖ご意見をお聞かせください 
今後も統合に関するご意見をお寄せいただき、学校地域協議会で共有します。 
下記の二次元コードまたは URLから、皆さんのご意見をお聞かせください。                      

こちらから ☞   

 
 

※これまでにいただいたご意見は、HPに掲載しています。下記の二次元コードまたは URL から。 

https://www.city.himeji.lg.jp/kurashi/0000031706.html  

こちらから ☞  ◆ 問い合わせ先（事務局） 
  姫路市教育委員会事務局 教育企画室 
  〒670-8501 姫路市安田四丁目１番地 北別館５階 

電話：079-221-1557  ＦＡＸ：079-221-2749  Ｅ-mail：kyo-kikaku@city.himeji.lg.jp 

https://lgpos.task-asp.net/cu/282014/ea/residents/procedures/apply/540eeed5-

4dd8-4c7e-b68a-46cd71b54d9a/start 

 

こども総務課の職員が協議会に出席し、放課後児童クラブの運営等について説明をしました。 

説明においては、放課後児童クラブの実施場所は、統合先の放課後児童クラブが定員を超えてしまい、かつ、

新しい施設の整備が間に合わないなどの例外的な場合を除き、統合先の小学校とすることが示されました。 

また、放課後児童クラブへの送迎については、保護者による送迎を原則としつつ、児童の帰宅時及び夏休み等

の長期休暇時には、バスでの送迎を検討していることについて、説明がありました。 
説明後に、次のとおり質疑応答が行われました。放課後児童クラブに関する主な質問(・)とこども総務課の

回答（➤）は、下記のとおりです。 
～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・ 

・谷外小学校と谷内小学校の放課後児童クラブ利用者は何人くらいか。 
➤統合する令和９年度の利用児童数の見込は、谷外小学校 52名、谷内小学校 8名、合計 60名となっている。
定員は 85名なので、統合しても定員枠内に収まる見込みである。  

・クラブから帰る際には、バスを使わなければならないか。保護者も帰宅時間が読めないので、利用しづらいの
ではないか。 
➤閉所となる谷内小学校のクラブ利用者について、バスによる送迎を実施する。あくまでバスは希望すれば
利用できるものであり、従来どおり保護者が学校に直接迎えに行ってもよい。  

・自宅まで送迎してくれるのか。 
➤自宅までの送迎は想定しておらず、あくまでもスクールバスの乗降場所へ送迎することになる。便数は１
便の予定で、希望者の最も多い時間帯に１便を運行することになる。 

 

 

 

◆ 小学校等の再編に伴う放課後児童クラブの運営等について 

 

 

【閉校に向けた記念事業について】 主な質問(・)と教育委員会の回答（➢）は下記のとおりです           
・補助金が出せるものと出せないものを示してほしい。例えば、食料品や収益が絡むと認められないなど。 
➢現在、補助金に関する基準や手続きを検討中であり、来年度の協議会でお示ししたい。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

https://lgpos.task-asp.net/cu/282014/ea/residents/procedures/apply/540eeed5-4dd8-4c7e-b68a-46cd71b54d9a/start
https://lgpos.task-asp.net/cu/282014/ea/residents/procedures/apply/540eeed5-4dd8-4c7e-b68a-46cd71b54d9a/start

